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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両後部のフロアパネルの下方に配置され車両前後方向に長手な左右一対のリヤサイド
メンバと、
　前記リヤサイドメンバの一方に沿って車両前後方向に長手に配置され車両後方端部が開
口する排気管と、
　前記排気管と車両幅方向に並ぶように配置され電池類を収納するバッテリパックと、
　前記バッテリパック内に外気を導入して内部に収容された前記電池類を冷却する冷却フ
ァンとを備えたハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造において、
　前記排気管と車両上下方向に重ならない位置で前記フロアパネルに開口され内部に前記
バッテリパックの上部が挿入される開口部と、
　前記バッテリパックの上部を覆うように前記フロアパネルに取付けられるカバーパネル
と、
　前記バッテリパックの上面に配置され前記バッテリパック内へ冷却用の外気を取り入れ
る為の吸気装置と、
　前記吸気装置に形成される冷却用の外気を吸入する吸気口と、
　前記バッテリパックに形成され前記バッテリパック内の空気を排気する排気口とを備え
たことを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造。
【請求項２】
　前記バッテリパックが搭載され且つ車両幅方向両側部が夫々前記リヤサイドメンバに連
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結される枠状のサブフレームを備え、
　前記サブフレームは、
　前記排気管よりも車両上方側で且つ前記開口部の側縁部と前記排気管との間に配置され
る車両前後方向に長手な連結フレーム部を備えたことを特徴とする請求項１に記載のハイ
ブリッド自動車のバッテリパック冷却構造。
【請求項３】
　前記吸気口を前記バッテリパックの頂面の前縁部と隣接する位置で車両前方に向けて開
口することを特徴とする請求項１又は２に記載のハイブリッド自動車のバッテリパック冷
却構造。
【請求項４】
　前記吸気装置は、上下方向に分割可能な本体部とカバー部とで構成され、
　空気中に含まれる異物を除去するフィルタエレメントを前記本体部とカバー部との間に
配置したことを特徴とする請求項３に記載のハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構
造。
【請求項５】
　前記フィルタエレメントのメンテナンス作業を行うためのサービスリッドを前記カバー
パネルの天井面に形成したことを特徴とする請求項４に記載のハイブリッド自動車のバッ
テリパック冷却構造。
【請求項６】
　前記排気口は、前記バッテリパックの車両後方側の壁面よりも車両後方で車両後方向き
に開口し、
　前記バッテリパック内の空気を排出する空気排出口と前記排気口との間を連絡する排気
ダクトを前記バッテリパックの車両後方側の壁面に配置したことを特徴とする請求項１乃
至５の何れか一項に記載のハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハイブリッド自動車に搭載されるバッテリパックの冷却構造に関するもので
あり、特に外気を導入してバッテリパック内部の電池類を冷却する空冷式のバッテリパッ
ク冷却構造に好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　ハイブリッド自動車では、駆動源であるモータを効率よく駆動させるために電圧を高く
設定し、且つモータの駆動時には大きな電流が流れる。そのため、電池類（バッテリモジ
ュールともいう）を収納したバッテリパックの内部温度が上昇する。このようなハイブリ
ッド自動車のバッテリパック冷却構造としては、例えば下記特許文献１に記載されるもの
がある。このハイブリッド自動車では、乗員が着座するシート下のフロアパネルを立ち上
げて段部を設け、このフロアパネルの段部下方にバッテリパックと燃料タンクとを車両幅
方向に並べて配置している。また、冷却ファンによりバッテリパック内部を外気で強制冷
却するため、吸気口をバッテリパックの車両後方頂面に、排気口をバッテリパックの車両
前方頂面に夫々開口している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１３８７５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特許文献１に記載されるバッテリパック冷却構造では、バッテリパ
ックの頂面に外気導入用の吸気口や内部冷却済の排気用の排気口を設けているが、バッテ
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リパック頂面の高さそのものが低く、跳ね上げられた雨水や異物がバッテリパック内に侵
入しやすい。
【０００５】
　本発明は、上記のような問題点に着目してなされたものであり、車室外に配置されるバ
ッテリパックを外気によって冷却する際に、バッテリパック内への雨水や排気ガス等の異
物の侵入を防止することが可能なハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造を提供す
ることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、発明の一態様は、車両後部のフロアパネルの下方に配置さ
れ車両前後方向に長手な左右一対のリヤサイドメンバと、前記リヤサイドメンバの一方に
沿って車両前後方向に長手に配置され車両後方端部が開口する排気管と、前記排気管と車
両幅方向に並ぶように配置され電池類を収納するバッテリパックと、前記バッテリパック
内に外気を導入して内部に収容された前記電池類を冷却する冷却ファンとを備えたハイブ
リッド自動車のバッテリパック冷却構造において、前記排気管と車両上下方向に重ならな
い位置で前記フロアパネルに開口され内側に前記バッテリパックの上部が挿入される開口
部と、前記バッテリパックの上部を覆うように前記フロアパネルに取付けられるカバーパ
ネルと、前記バッテリパックの上面に配置され前記バッテリパック内へ冷却用の外気を取
り入れる為の吸気装置と、前記吸気装置に形成される冷却用の外気を吸入する吸気口と、
前記バッテリパックに形成され前記バッテリパック内の空気を排気する排気口とを備えた
ことを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造である。
【０００７】
　また、前記バッテリパックが搭載され且つ車両幅方向両側部が夫々前記リヤサイドメン
バに連結される枠状のサブフレームを備え、前記サブフレームは、前記排気管よりも車両
上方側で且つ前記開口部の側縁部と前記排気管との間に配置される車両前後方向に長手な
連結フレーム部を備えたことを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造
である。
【０００８】
　また、前記吸気口を前記バッテリパックの頂面の前縁部と隣接する位置で車両前方に向
けて開口することを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造である。
【０００９】
　また、前記吸気装置は、上下方向に分割可能な本体部とカバー部とで構成され、空気中
に含まれる異物を除去するフィルタエレメントを前記本体部とカバー部との間に配置した
ことを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造である。
【００１０】
　また、前記フィルタエレメントのメンテナンス作業を行うためのサービスリッドを前記
カバーパネルの天井面に形成したことを特徴とするハイブリッド自動車のバッテリパック
冷却構造である。
【００１１】
　また、前記排気口は、前記バッテリパックの車両後方側の壁面よりも車両後方で車両後
方向きに開口し、前記バッテリパック内の空気を排出する空気排出口と前記排気口との間
を連絡する排気ダクトを前記バッテリパックの車両後方側の壁面に配置したことを特徴と
するハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造である。
【発明の効果】
【００１２】
　而して、発明の一態様によれば、車両前後方向に長手な左右一対のリヤサイドメンバが
車両後部のフロアパネルの下方に配置され、車両後方端部が開口する排気管がリヤサイド
メンバの一方に沿って車両前後方向に長手に配置される。また、電池類を収納するバッテ
リパックが排気管と車両幅方向に並ぶように配置され、冷却ファンでバッテリパック内に
外気を導入して内部に収容された電池類を冷却する。その場合、車両後部のフロアパネル
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にバッテリパックの上部が挿入される開口部を形成し、バッテリパックの上部を覆うよう
にカバーパネルをフロアパネルに取付ける。そして、バッテリパック内に冷却用の外気を
吸入する吸気口をカバーパネルの天井面とバッテリパックの頂面との間の空間に開口する
と共に、バッテリパック内の空気を排気する排気口を設けた。そのため、外気吸入用の吸
気口の高さを高くすることができると共に、下方から跳ね上げられる雨水をバッテリパッ
ク自体、フロアパネル、カバーパネルで遮断して吸気口からのバッテリパック内への雨水
や異物の侵入を防止することができる。また、バッテリパックの上部が挿入される開口部
は排気管の上方から車両幅方向にオフセットした（ずれた）位置となる。そのため、カバ
ーパネルの天井面とバッテリパックの頂面との間の空間には排気管からの排気ガスや排気
管で加熱された空気が入りにくい。その結果、吸気口から導入される外気は暖められにく
く、バッテリパックの冷却性を向上することができる。また、排気管からの排気ガス成分
による腐食などを防止して耐久性を向上することができる。
【００１３】
　また、車両幅方向両側部が夫々リヤサイドメンバに連結される枠状のサブフレームにバ
ッテリパックを搭載し、サブフレームの車両前後方向に長手な連結フレーム部を、排気管
よりも車両上方側で且つ開口部の側縁部と排気管との間に配置した。そのため、カバーパ
ネルの天井面とバッテリパックの頂面との間の空間には排気管からの排気ガスや排気管で
加熱された空気がより一層入りにくい。その結果、吸気口から導入される外気は暖められ
にくく、バッテリパックの冷却性をより一層向上することができる。また、排気管からの
排気ガス成分による腐食などを防止して耐久性をより一層向上することができる。
【００１４】
　また、バッテリパック内に外気を取り入れる空気取り入れ口と吸気口との間を連絡する
吸気装置をバッテリパックの頂面に配置し、バッテリパックの頂面の前縁部と隣接する位
置で車両前方に向けて吸気口を開口する。そのため、吸気口の車両前方でバッテリパック
の上方まで跳ね上げられた雨水はバッテリパックの車両前方を落下し、雨水が吸気口内に
侵入することを防止することができる。また、吸気口は排気管の車両後端部開口方向と反
対方向に開口しており、排気管からの排気ガスが吸気口から導入されるのをより一層防止
することができる。
【００１５】
　また、上下方向に分割可能な本体部とカバー部とで吸気装置を構成し、空気中に含まれ
る異物を除去するフィルタエレメントを本体部とカバー部との間に配置する。そのため、
異物がバッテリパック内に侵入するのを防止することができる。
【００１６】
　また、フィルタエレメントのメンテナンス作業を行うためのサービスリッドをカバーパ
ネルの天井面に形成する。そのため、フィルタエレメントのメンテナンス作業性が向上す
る。
【００１７】
　また、バッテリパックの車両後方側の壁面よりも車両後方で車両後方向きに排気口を開
口し、バッテリパック内の空気を排出する空気排出口と排気口とを連絡する排気ダクトを
バッテリパックの車両後方側の壁面に配置した。そのため、排気口からの暖かい空気がカ
バーパネルの天井面とバッテリパックの頂面との間の空間に入りにくい。その結果、吸気
口から導入される外気は暖められにくく、バッテリパックの冷却性をより一層向上するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明のハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造の一実施形態を示すハイ
ブリッド自動車の概略構造の左側縦断面図である。
【図２】図１のバッテリパック搭載部の詳細図である。
【図３】バッテリパックを搭載するサブフレームの斜視図である。
【図４】サブフレームをリヤサイドメンバに取付けた状態の右側面図である。
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【図５】サブフレームをリヤサイドメンバに取付けた状態の底面図である。
【図６】サブフレームをリヤサイドメンバに取付けた状態の正面図である。
【図７】図１の吸気装置及びカバーパネルの斜視図である。
【図８】図１のバッテリパック冷却構造の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、本発明のハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造の一実施形態について図
面を参照しながら説明する。図１は、本実施形態のバッテリパック冷却構造が適用された
ハイブリッド自動車の左側縦断面図であり、図２は、図１のバッテリパック搭載部の詳細
図である。本実施形態のハイブリッド自動車はフロントシート１、リヤシート２の２列座
席の小型車両である。リヤシート２の後方には、一般にラゲッジルームと呼ばれる荷室３
が車室４に連続して設けられている。本実施形態では、この荷室３の下方の車室外にバッ
テリパック５を搭載する。図２に示すように、バッテリパック５の筐体はアッパケース５
ａとロアケース５ｂの組合せでなる。バッテリパック５の内部には電池類（電池と電池以
外の電気部品、バッテリモジュール）６が収納されており、それら電池類６の電力で図示
しないモータを駆動し、車両の駆動力とする。なお、バッテリパック５内には、外気を導
入して電池類６を冷却するための冷却ファン８が設けられている。また、車両には図示し
ないエンジンも搭載されている。
【００２０】
　車室４及び荷室３の下方にはフロアパネル７が設けられている。フロアパネル７は、文
字通り、車室４及び荷室３の床面を構成するものであり、車室４の前面の所謂ダッシュパ
ネルから荷室３の後端まで一連に設けられている。本実施形態では、リヤシート２の後方
、荷室３のフロアパネル７に開口部９を形成し、その開口部９内にバッテリパック５の上
部を挿入する。バッテリパック５は、図３に示すサブフレーム２１に搭載した状態で車体
に取付けられ、結果的にフロアパネル７の開口部９を上下方向に貫通した状態となる。ま
た、フロアパネル７の開口部９より上方へ突出するバッテリパック５の上部はカバーパネ
ル１２で覆われ、カバーパネル１２の下部はフロアパネル７に取付けられる。
【００２１】
　バッテリパック５は、図３に示すように、枠状のサブフレーム２１に搭載される。この
サブフレーム２１は、車両の前後方向に並べた車両幅方向に長手な２本のクロスフレーム
部２４と、車両の幅方向に並べた車両前後方向に長手な２本のサイドフレーム部２２を備
えて構成される。そして、左右のサイドフレーム部２２を後述する左右のリヤサイドメン
バに取付けることにより、バッテリパック５が荷室３の下方の車室外に搭載される。なお
、車両右方側のサイドフレーム部２２の内側には、当該サイドフレーム部２２の一部を構
成する車両前後方向に長手な連結フレーム部２３が設けられている。
【００２２】
　図４は、サブフレーム２１をリヤサイドメンバ２５に取付けた状態の右側面図、図５は
、サブフレーム２１をリヤサイドメンバ２５に取付けた状態の底面図、図６は、サブフレ
ーム２１をリヤサイドメンバ２５に取付けた状態の正面図である。リヤサイドメンバ２５
は、車両後部のフロアパネル７の下方に左右一対に設けられている。本実施形態では、サ
ブフレーム２１の左右のサイドフレーム部２２が夫々２箇所ずつ、連結部材２６によって
左右のリヤサイドメンバ２５に連結されている。また、サブフレーム２１の車両前方のク
ロスフレーム部２４はフロアパネル７のメンバに連結部材２７で連結されている。
【００２３】
　例えば図６から明らかなように、フロアパネル７に形成された開口部９は排気管２８の
上方から車両幅方向にずれている（オフセットしている）。排気管２８は車両後方端部が
開口しており、その開口部から排気する。また、排気管２８は車両右方側のリヤサイドメ
ンバ２５に沿って配管されている。その結果、バッテリパック５は排気管２８と車両幅方
向に並ぶように配置される。後述するように、本実施形態のバッテリパック冷却構造では
、カバーパネル１２の天井面とバッテリパック５の頂面との間の空間からバッテリパック
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５の内部冷却のための外気を導入する。フロアパネル７の開口部９が排気管２８の上方か
らずれていると、排気管２８からの排気や排気管２８で加熱された空気がカバーパネル１
２の天井面とバッテリパック５の頂面との間の空間に入りにくい。そのため、バッテリパ
ック５内に導入される外気が暖まりにくく、バッテリパック５内の冷却性が向上する。ま
た、排気管２８からの排気ガス成分による腐食などを防止して耐久性を向上することがで
きる。
【００２４】
　また、本実施形態では、図６に示すように、サブフレーム２１の連結フレーム部２３が
、排気管２８よりも車両上方側で且つ車両幅方向で排気管２８側に位置する開口部９の側
縁部９ａと排気管２８との間に配置されている。この連結フレーム部２３により、排気管
からの排気や排気管で加熱された空気の上昇が阻害され、それらがカバーパネルの天井面
とバッテリパックの頂面との間の空間に入りにくくなっている。これによっても、バッテ
リパック５内に導入される外気は暖められにくく、バッテリパック５内の冷却性をより一
層向上することができる。また、排気管２８からの排気成分による腐食などを防止して耐
久性をより一層向上することができる。
【００２５】
　また、本実施形態では、図７、図８に示すように、バッテリパック５内に外気を導入す
るための吸気装置１０がバッテリパック５の頂面に設けられている。また、バッテリパッ
ク５内部の空気を排気するための排気ダクト１１はバッテリパック５の車両後方側の壁面
に設けられている。図８に示すように、吸気装置１０は、バッテリパック５内に外気を取
り入れる空気取り入れ口１３と吸気装置１０の吸気口１４との間を連絡するものである。
また、排気ダクト１１は、バッテリパック５内の空気を排出する空気排出口１５と排気ダ
クト１１の排気口１６との間を連絡するものである。なお、前述した冷却ファン８は空気
排出口１５の近くのバッテリパック５内部側に取付けられている。また、バッテリパック
５の空気取り入れ口１３と電池類６は内部ダクト２９によって連結されている。
【００２６】
　本実施形態では、吸気装置１０の吸気口１４はバッテリパック５の頂面の前縁部と隣接
する位置で車両前方に向けて開口している。また、排気ダクト１１の排気口１６はバッテ
リパック５の車両後方側の壁面よりも車両後方で車両後方向きに開口している。つまり、
排気口１６は吸気口１４の開口方向と反対方向に開口しているため、排気口１６から排気
された暖かい空気が吸気口１４から導入されるのを防止することができる。
【００２７】
　吸気装置１０は、上下方向に分割可能なバッテリパック５の頂面側の本体部１７とこの
上に被せるカバー部１８とで構成される。また、本体部１７とカバー部１８との間には、
空気中に含まれる異物を除去するフィルタエレメント１９が配置されている。図８に矢印
で示すように、吸気口１４から吸い込まれた外気は吸気装置１０内のフィルタエレメント
１９を通過して空気取り入れ口１３からバッテリパック５の内部に取り入れられる。その
際、外気（空気）中に含まれる異物がフィルタエレメント１９に捕集される。バッテリパ
ック５の内部に取り入れられた外気は内部ダクト２９を通って電池類６に供給され、電池
類６を冷却する。電池類６を冷却した空気は、冷却ファン８を経て空気排出口１５から排
気ダクト１１を通り、排気口１６に排気される。
【００２８】
　また、本実施形態では、カバーパネル１２の天井板（天井面）は脱着可能となっており
、その天井板がサービスリッド２０となっている。前述のフィルタエレメント１９をメン
テナンスする場合には、カバーパネル１２のサービスリッド２０を開き、吸気装置１０の
カバー部１８を開いて行う。フィルタエレメント１９のメンテナンス後は吸気装置１０の
カバー部１８を閉じ、次いでカバーパネル１２のサービスリッド２０を閉じる。このサー
ビスリッド２０によりフィルタエレメント１９のメンテナンスが容易になる。
【００２９】
　このように前記実施形態のハイブリッド自動車のバッテリパック冷却構造では、車両前
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後方向に長手な左右一対のリヤサイドメンバ２５が車両後部のフロアパネル７の下方に配
置され、車両後方端部が開口する排気管２８がリヤサイドメンバ２５の一方に沿って車両
前後方向に長手に配置される。また、電池類６を収納するバッテリパック５が排気管２８
と車両幅方向に並ぶように配置され、冷却ファン８でバッテリパック５内に外気を導入し
て内部に収容された電池類６を冷却する。その場合、車両後部のフロアパネル７にバッテ
リパック５の上部が挿入される開口部９を形成し、開口部９より上方に突出するバッテリ
パック５の上部を覆うようにカバーパネル１２をフロアパネル７に取付ける。そして、バ
ッテリパック５内に冷却用の外気を吸入する吸気口１４をカバーパネル１２の天井面とバ
ッテリパック５の頂面との間の空間に開口すると共に、バッテリパック５内の空気を排気
する排気口１６を設ける。そのため、外気吸入用の吸気口１４の高さを高くすることがで
きると共に、下方から跳ね上げられる雨水をバッテリパック５自体、フロアパネル７、カ
バーパネル１２で遮断して吸気口１４からバッテリパック５内への雨水や異物の侵入を防
止することができる。
【００３０】
　また、バッテリパック５の上部が挿入される開口部９は排気管２８の上方から車両幅方
向にオフセットした（ずれた）位置となる。そのため、カバーパネル１２の天井面とバッ
テリパック５の頂面との間の空間には排気管２８からの排気ガスや排気管２８で加熱され
た空気が入りにくい。その結果、吸気口１４から導入される外気は暖められにくく、バッ
テリパック５の冷却性を向上することができる。また、排気管２８からの排気ガス成分に
よる腐食などを防止して耐久性を向上することができる。
【００３１】
　また、車両幅方向両側部のサイドフレーム部２２が夫々リヤサイドメンバ２５に連結さ
れる枠状のサブフレーム２１にバッテリパック５を搭載し、サブフレーム２１の車両前後
方向に長手な連結フレーム部２３を、排気管２８よりも車両上方側で且つ排気管２８側に
位置する開口部９の側縁部と排気管２８との間に配置した。そのため、カバーパネル１２
の天井面とバッテリパック５の頂面との間の空間には排気管２８からの排気ガスや排気管
２８で加熱された空気がより一層入りにくい。その結果、吸気口１４から導入される外気
は暖められにくく、バッテリパック５の冷却性をより一層向上することができる。また、
排気管２８からの排気ガス成分による腐食などを防止して耐久性をより一層向上すること
ができる。
【００３２】
　また、バッテリパック５内に外気を取り入れる空気取り入れ口１３と吸気口１４とを連
絡する吸気装置１０をバッテリパック５の頂面に配置し、バッテリパック５の頂面の前縁
部と隣接する位置で車両前方に向けて吸気口１４を開口する。そのため、吸気口１４の車
両前方でバッテリパック５の上方まで跳ね上げられた雨水はバッテリパック５の車両前方
で落下し、雨水が吸気口１４内に侵入することを防止することができる。また、吸気口１
４は排気管２８の車両後端部開口方向と反対方向に開口しており、排気管２８からの排気
ガスが吸気口１４から導入されるのをより一層防止することができる。
【００３３】
　また、上下方向に分割可能な本体部１７とカバー部１８とで吸気装置１０を構成し、空
気中に含まれる異物を除去するフィルタエレメント１９を本体部１７とカバー部１８との
間に配置する。そのため、異物がバッテリパック５内に侵入するのを防止することができ
る。
【００３４】
　また、フィルタエレメント１９のメンテナンス作業を行うためのサービスリッド２０を
カバーパネル１２の天井面に形成する。そのため、フィルタエレメント１９のメンテナン
ス作業性が向上する。
【００３５】
　また、バッテリパック５の車両後方側の壁面よりも車両後方で車両後方向きに排気口１
６を開口し、バッテリパック５内の空気を排出する空気排出口１５と排気口１６とを連絡
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する排気ダクト１１をバッテリパック５の車両後方側の壁面に配置した。そのため、排気
口１６からの暖かい空気がカバーパネル１２の天井面とバッテリパック５の頂面との間の
空間に入りにくい。その結果、吸気口１４から導入される外気は暖められにくく、バッテ
リパック５の冷却性をより一層向上することができる。
【符号の説明】
【００３６】
　１はフロントシート
　２はリヤシート
　３は荷室
　４は車室
　５はバッテリパック
　６は電池類
　７はフロアパネル
　８は冷却ファン
　９は開口部
　１０は吸気装置
　１１は排気ダクト
　１２はカバーパネル
　１３は空気取り入れ口
　１４は吸気口
　１５は空気排出口
　１６は排気口
　１７は本体部
　１８はカバー部
　１９はフィルタエレメント
　２０はサービスリッド
　２１はサブフレーム
　２２はサイドフレーム部
　２３は連結フレーム部
　２４はクロスフレーム部
　２５はリヤサイドメンバ
　２６は連結部材
　２７は連結部材
　２８は排気管
　２９は内部ダクト
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